













































ク・スヨンについて論述した。第 2 章と 3 章で取り上げた五名の作家は同じ民
画というモチーフで表現しているが、個々の実態は全く異なる。オ・スンギョン
とソ・ハナは伝統民画をベースに制作している。そして民画というジャンルを一
般の人にもっと簡単に楽しませようとする意図がある。一方、イ・イナムとホ
ン・ジヨン、グヮク・スヨンは、それぞれ異なる表現方法で制作し、民画を自分
の作品世界を表現するための一つの素材として使用していることを知ることが
できる。 
第４章では、前章までの研究をもとに、自作について分析した。また、第 3章
で扱った民画を借用した現代アーティストと自身を比較することによって、筆
者の作業を再検証してその方向性を考察した。もし日本に留学せずに韓国でそ
のまま制作を続けたら、≪十長生図≫をモチーフに使用しなかったかも知れな
い。本学で留学生活を送ることで他人の視線を意識しないようになり、本当の自
分と向き合うようになった。そして韓国の民画を別の視点から見ることができ、
 3 
それこそが韓国のアイデンティティだと確信を持つことができた。筆者は歴史
的に形成されて変わらない民画のイメージと変化していく時代を反映した刻々
と変わるトレンドを象徴するイメージを融合して、現代人が日常から感じる小
さいけれど確かな幸福の瞬間をユートピアの形を表現することで、鑑賞者に緊
張の解消と心の余裕を経験していただきたいと思う。 
民画を借用した作家イ・イナム、ホン・ジヨン、グヮク・スヨンの作品と自作を
図表で比較してみると、いずれも民画を借用して制作しているが、民画の本来の
象徴的な意味をそのまま表現するのではなく、作家の作品世界の表現のための
一つの素材として使っていることが分かった。そしてイ・イナムはメディアとい
う 3 次元的表現技法で自然を複製した絵を再度複製して操作したシミュラクル
の虚像性を表現しており、ホン·ジヨンはキャンバスに派手な蛍光系のアクリル
絵具で自分の経験と想像の世界を表現している。韓国画を専攻した筆者とクァ
ク·スヨンは、伝統の紙（和紙と韓紙）に岩絵具と水干絵具のような伝統材料で
現代人の生活姿を隠喩的に表現しているのは似ているが、クァク·スヨンは、現
代人の様々な状況を擬人化した犬を通じて諧謔的に表現しており、筆者は現代
人の幸福をユートピアで表現している。また、韓国画とは別の日本画の色感と箔
技法、そして筆者の独自のコラージュ技法で作品を制作することで、筆者の独特
な作品世界を再発見したと考える。 
博士論文の執筆をきっかけに、自作に対する基本的考えを整理し、より明確な
方向性を認識することができた。けれども、もっと深い自己省察と多様な造形的
試みなどまだ多くの探究すべき課題が残っている。今後もこのような自身の制
作に対する率直な認知に基づき、安住することなく新たな表現方法の研究と努
力が伴われるべきであると考えている。また、現実の経験の中で感じる感情から
出発した筆者の制作が現代社会と人間の生における新しい方向を提示し、肯定
的な方向へ導く役割になるように絶えず研究し、努力していきたい。 
